
 

 

 

 

郵便局と今村組の見学に行きました！
小学部５・６年生は、生活単元学習「働く人を知ろう」で郵便局と今村組の社会科見学に行きました。

郵便局では、手紙が１日に1万通来ることを知り、とても驚きました。見学の途中、小包がトラックで運

ばれてきて荷下ろしや荷物の仕分けの様子を見学することができました。お土産にはがきとハンカチをい

ただきました。今村組では、道路や建物ができるまでの工程など、日頃見ることができない仕事を教えて

いただきました。特に自分たちが通っている学校を建てたと聞いて興味をもって聞くことができました。

お土産に「だんだんできてくる道路」の絵本をいただきました。事後学習では、郵便局で切手を買っては

がきを送ったり、今村組が建てた建物を見に行ったりすることで、仕事についての知識を深めることがで

きました。

就労体験学習と校内実習をしました！ 
中学部３年生は、就労体験学習で「みつたけ荘」に行きました。みつたけ荘では、麦の選別や芋差しなど

の農作業をしました。暑い中での作業でしたが、４人とも最後まで集中して作業ができ、指導員さんや先輩

方からたくさん褒められました。最初は、生徒たちは緊張して話し掛けることができませんでしたが、三日

間過ごすうちに利用者さんに話し掛けることができるようになりました。 

中学部２年生は、校内実習でごみ袋の名前書きや使いやすいように１枚ずつ畳みなおす作業を行いまし

た。長時間の作業でしたが、集中して最後まで取り組み、全部で１２９０枚折ることができました。近隣の

保育園や中学部のご家庭からのごみ袋を畳み、とても感謝されて生徒たちも喜び、自信がつきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

長崎県立鶴南特別支援学校五島分校 

フットワーク 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２、３年生  現場実習の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月１５日（月）から２週間、高等部２、３年生は現場実習、１年生は校内実習を行いまし

た。 

実習壮行会では、各生徒が考えた目標や決意を発表し、意気込みを伝え、実習に向けて気持

ちを高めました。 

現場実習では、緊張の中、学校での学習を生かし、任された仕事に一生懸命に取り組み、成

果と新しい学びを得ることができました。 

校内実習は、福祉事業所から外注作業をいただき、仕事を行いました。自分たちが作った製

品が、お客さんに渡ることが分かると、さらに緊張感をもって集中して取り組むことができま

した。 

実習報告会では、自分の成果と課題を伝えるとともに、中学部のみなさんからの、たくさん

の質問に答えるなど、学部を越えた実り多き学びの場となりました。 

かまぼこのパック詰め お茶の葉の計量 市指定のごみ袋畳み 

麺製造 ミシン作業 バス清掃 

菓子製造 チラシ折り 

みんなさん本当によく頑張りました☆ 

お疲れ様でした！ 

 



１年生  校内実習の様子 

 

 

 

 

 

報告会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 高等部では、三年間を図のような流れで実習に取り組んでいます。一年生では、まず、自分や事業所を「知る」
実習と位置付けています。二年生では、自分の適性を「考える」と位置付け、自分に合った職種（作業）や事業
所を探し、卒業後の進路先を考える実習としています。三年生では、自分の進路を「決める」と位置付け、福祉
サービスの利用や一般企業への就労など、卒業後の進路を決める実習を行っています。 

今回、実習でお世話になった福祉事業所のサービスについて紹介します。 

また、下の行は、それぞれ三つの福祉サービスが利用できる福祉事業所を記載しています。 

就労移行支援 一般企業等への就労を希望する人に、一定期間、就労に必要な知識及び能力の向上の

ために必要な訓練を行う。 

カネヒロ 

就労継続支援（A型） 一般企業等での就労が困難な人に、雇用して就労の機会を提供するとともに、能力等

の向上のために必要な訓練を行う。 

カネヒロ 

就労継続支援（B型） 一般企業等での就労が困難な人に、就労する機会を提供するとともに、能力等の向上

のために必要な訓練を行う。 

五島育成園、ピュアランド（若竹会）、みつたけ荘、けいぷはうす、ブルワーク、ふれあい、希望の家ホープ 

はまゆう福祉作業所、富江桑の実作業所、ふじ学園、あすなろ作業所、大志、ほっとホーム富希 

 

チラシ折り 封筒作り 缶バッジ作り 

凡事徹底 
イエローハットの創業者鍵山秀三

郎氏が、日々実践していた「凡事徹

底」という考え方。“何でもない当り

前のことをしっかりやっていく”と

いう意味で、当り前のことを「当り前

に実践する」ということだけではな

く、もう一歩踏み込んで「他の人には

まねできないほど徹底的に実践す

る」こと。 

ぼんじ  てってい 

報告会の最後に高等部主事の山下先生から話がありました。 

生徒のみなさんに右の言葉が紹介されました。 

生徒は真剣に話を聞いていました。 

高等部の実習の流れ 

1年生 

知る 

自分や職場を【知る】 

校内実習（１回） 

現場実習（1回） 

２年生 

考える 

自分の適性を【考える】 

現場実習（2回） 

３年生 

決める 

自分の進路を【決める】 

現場実習（2回） 

※必要に応じて特別実習 


